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1 ．はじめに
世界にはさまざまなマイノリティがある。例えば民族的マイノリティ、セクシュ
アル・マイノリティ、文化的マイノリティ、政治的マイノリティ、言語的マイノリ
ティなどである。多民族国家に限らず、一国の中にさまざまな文化や政治的思想、
セクシュアルが存在することはだれもが認識するところである。そして、それはマ
ジョリティとマイノリティを生み出したが、マイノリティはグローバリゼーション
により、さらに多くの人権や教育、経済などさまざまな社会的問題を生み出して
いる。近年では LGBT の問題からセクシュアル・マイノリティも注目されているが、
マイノリティの中には暴力によって解決しようという者もおり、単なる多数派・少
数派という数の問題ではないのである。さらに、例えば言語的マイノリティだけで
はなく、宗教や民族などマイノリティが重層化している事例もあるため、マイノリ
ティ問題は複雑なのである。
ところで、1992 年の国連総会では「民族的、または種族的、宗教的および言語
的少数者に属する者の権利に関する宣言」を採択した。第 2 条では「国民的又は
種族的、宗教的及び言語的少数者に属する者（以下「少数者に属する者」という。）
は、内密に及び公然と、自由にかついかなる形態の差別もなしに、自已の文化を享
有し、自己の宗教を信仰しかつ実践し、及び自己の言語を使用する権利を有する。」
「少数者に属する者は、文化的、宗教的、社会的、経済的及び公的活動に効果的に
参加する権利を有する。」「少数者に属する者は、自己の属する少数者又は自己の居
90　インドにおける宗教的マイノリティと日本人女性の結婚
住する地域に関する全国的及び、適当な場合には、地域的段階での決定に、国の立
法に反しない仕方で効果的に参加する権利を有する。」「少数者に属する者は、自己
の結社を設立しかつ維持する権利を有する。」「少数者に属する者は、その集団の他
の構成員及び他の少数者に属する者との自由かつ平和的な接触、並びに、自己が国
民的若しくは種族的、宗教的又は言語的紐帯によって関係を有する他国の市民との
国境を越えた接触を、いかなる差別もなしに樹立しかつ維持する権利を有する。」
と少数者の権利を挙げている。また、第 3 条では、「少数者に属する者は、個別的
に及びその集団の他の構成員と共同して、いかなる差別もなしに、その権利（この
宣言に定める権利を含む。）を行使することができる。」「この宣言に定める権利の
行使又は不行使の結果として、少数者に属する者に対しいかなる不利益をも生じさ
せてはならない。」と権利の行使を規定している。このように、国連でもマイノリ
ティに関する保護や権利の保障について重要な問題としているのである。インドに
もさまざまなマイノリティが存在し、差別や偏見を生む要因となっており、法律に
よって克服しようとしても、実態が伴わないというのが現状である。
そこで、本稿では、インドのマイノリティの中でもさまざまなマイノリティと関
連している宗教的マイノリティを取り上げ、考察していくこととする。
2．インドのマイノリティ
インドは、言語・人種・カースト・政治思想といった別のカテゴリーでありつつ、
重層的に重なり合って機能しており、非常に複雑な社会を構成している。これらの
カテゴリーのうちどれかが政治的に増幅されることにより、民族対立、言語紛争、
宗教対立といった紛争につながる可能性も高い。したがって、インド社会を分断す
る亀裂が、環境や文脈に応じて政治的に利用される可能性もあるだろう（1）。そこで
本章では言語的カテゴリーを中心に見ていくこととする。
インドでは憲法に指定されている公用語は、デーヴァナーガリー文字のヒンディ
ー語のみとなっている。だが、アッサム語、ベンガル語、ヒンディー語、カンナダ
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語、マラーティー語、ネパール語、オリヤー語、サンスクリット語、タミル語、テ
ルグ語、ウルドゥー語など州の公用語と中央政府の公用語は、合わせて 22 言語指
定されている。したがってインドの紙幣である 100 ルピー札にもアッサム語、ベ
ンガル語、グジャラティ語、カンナダ語、カシミール語、コンカニ語、マラヤラム
語、マラティ語、ネパリ語、オリヤ語、パンジャブ語、サンスクリット語、タミー
ル語、テルグ語、ウルドゥ語の 15 言語で「100 ルピー」と書かれている。しかし
ながら、インドは 100 以上、あるいは 800 以上ともいわれるほど多くの言語が使
用されている。そのなかでも、もっとも多く使用されているのがヒンディー語であ
るが、インドの人口の約 40%ぐらいである。つまり多くの言語がマイノリティな
のである。坂田貞二氏は、インドに多くの言語が存在するようになった原因とマイ
ノリティ言語の形成の原因として人種的要因と政治的要因を挙げている。人種的要
因は、インドに移住してきた諸人種とそれらのもたらした諸系統の言語の歴史から
最後にインドに入ってきたアーリア人が先住の他の人種を周辺に押しやったり自
らのうちに吸収したりして、今日では 73%の人々がアーリア系言語を話しており、
人種・言語的に断然優位に立ったと分析している。また、ドラヴィダ語人口は、イ
ンド全体では約 21%だが、主な居住地である南インドにおいては 90%以上の人口
を占めており、独自の強固な文化をいまなお保持している。その一方でオーストリ
ック族やモンゴロイド族は 1%前後であり、これらの部族の従来の生活様式の維持・
継続が困難であることを指摘している。つまり、ドラヴィダ語を話す人々はインド
全体からみるとマイノリティであるが、地域を限定するとマジョリティとなり、自
分たちの文化を維持することができるが、オーストリック族など居住地域に圧倒的
に有力な勢力が入ってきた場合、言語の維持とともに文化の維持も難しいのである。
しかしながら優位の言語であるアーリア系の言語は、ヒンディー語、ベンガル語、
マラーティー語、オリヤー語、パンジャービー語などに分裂しており、別言語とし
て数えられることから、圧倒的優位というわけではない（2）。国レベルでもヒンディ
ー語を公用語として統一しようとしたが実現できなかったことからも、他の言語を
圧倒して弱体化させるほどの優位性はなかったことがわかるだろう。さらに坂田氏
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はマイノリティ言語の形成要因として政治的要因を挙げている。イスラームやイギ
リスといった外来支配者は言語集団の形成の契機として本質的・根元的な人種・民
族というもののほかに、宗教文化および政治という人為的な契機をももちこんでき
たとしている。つまり、イスラーム教徒の支配が長期にわたりかつ深化した北イン
ドでは、同じ基盤をもっていた言語が、宗教的・文化的な要因によって分化の傾向
を示し、さらに人口では少数派だが支配権を握る者の言語（ウルドゥー語）と多数
派ではあるが支配の対象となる者の言語（ヒンディー語）という関係が生ずるにい
たったというのである。イスラーム勢力はイスラームの宗教文化と北インドの文化
を融合させる過程においてヒンディー語と基本的には共通の文法をもちながらもペ
ルシャ語を表記に用いるウルドゥー語という独自の言語を生み出した。少数派の支
配層と多数派の被支配層というねじれ現象により、インドの言語状況をさらに複雑
なものとなったのである（3）。しかしながら、山地など国勢調査の行き届かない言語
をどうするか、方言や変種をどのように分類、カウントするか、調査方法によって
は言語的マイノリティはマジョリティの方に分類されるなど、分類はあいまいであ
る。そして国や州レベルではマイノリティでも地域ではマジョリティとなるなど言
語的マイノリティを明確に規定するのは困難である。だが、言語的マイノリティは
宗教や識字率、教育などの問題にも関連する問題であるとともに文化や権利の問題
でもあるため、国家の政策にもかかわる非常に重要な問題である。
さて、インドには言語的マイノリティのほかにもセクシュアル・マイノリティの
問題がある。インドでは既存のジェンダー規範から外れた人々を表象する概念の第
三のジェンダーを「ヒジュラ」と呼び、非西洋社会の中にセクシュアル・マイノリ
ティを創り出すカテゴリーとして機能してきた（4）。ヒジュラは、ヒンドゥー女神に
帰依し、男性としての人生を放棄し、インド女性の象徴であるサリーをまとう仲間
と共に生きる者たちである。人目を引く逸脱性や異質性を顕在化させているため、
ヒジュラを目にする人々は、訳の分からない生き方をする者としてヒジュラを忌避
し、また時として蔑視や嘲笑の対象にもする（5）。彼らは外見から一目でヒジュラと
判別することができ、列車などに乗り込んで歌や踊りを披露してお金をもらったり、
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結婚式や赤ちゃんの誕生などのお祝いの席に呼ばれて芸能を披露することによって
生計を立てている。インドの人々は彼らをお祝いの席には不可欠な者とする一方で、
反社会的存在として差別をしているのである。
3．インドの宗教とマイノリティ
インドには、インドで誕生した宗教とインド以外からもたらされた宗教がある。
インドで誕生した宗教の代表は仏教、ジャイナ教であるが、外来宗教はイスラーム
教、キリスト教、ユダヤ教などである。また、それらを融合しインド独自の発展を
したシク教などの宗教もある。2011 年のインドの国勢調査では、総人口 12 億 1
千万人以上のうち、もっとも宗教人口が多いのがヒンドゥー教で、全人口の 79.8%
である。次いでイスラーム教徒が 14.2%、キリスト教徒が 2.3%、シク教徒が 1.7%、
仏教徒が 0.7%、ジャイナ教徒が 0.4%、その他 0.7%となっている。
さて、インド最大の宗教であるヒンドゥー教は、確かな定義があるわけではなく、
インドのイスラーム教徒、キリスト教徒、シク教徒、ジャイナ教徒、仏教徒、パー
ルーシー（ゾロアスター）教徒といった開祖をもつ宗教と諸民族の独特の信仰以外
の信仰形態とも言えるが、ヒンドゥー教は共通の聖典も信仰・教義のない宗教であ
るため、その定義は困難である。しかし、ヒンドゥー教は、インドの多数を信者と
する宗教であり、インド人の法律、芸術、建築など人々の生活のほとんどすべてに
かかわる規範であり、生き方なのである（6）。ヒンドゥー教は、現在はマジョリティ
であるが、イスラーム支配からイギリス植民地支配までは、非支配者の宗教、つま
り人口の上では多数であっても支配者の宗教はイスラーム教やキリスト教であり、
マイノリティだったのである。
ところで、インドでは第二次世界大戦後のイギリスからの独立の際に、イギリス
の植民地統治政策と分離独立のために個人の権利と自由を重視する一方で、多様な
マイノリティ集団の存在を政治的に承認した。しかしながら、マイノリティ集団と
はいっても、イスラーム教徒と不可触民を合わせると、独立インドの人口の 4 分
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の 1 となったのである。そこで、ここではイスラーム教徒と不可触民を中心に見
ていくことする。
1947 年のインド独立後、インドには多数のイスラーム教徒が存在したが、東西
パキスタン国境を越えて数百万人が移動した。しかし、多くのイスラーム教徒はそ
のままインドにとどまることを選択し、パキスタンの分離独立によりインドに残っ
た彼らの立場や地位を非常に不安定なのにした。つまり、パキスタンという理念は、
イスラーム・マイノリティがヒンドゥー支配の恐怖から自由になる必要性を、正当
化の根拠としていたからである（7）。インドから分離独立する根拠として、圧倒的多
数であるヒンドゥーが支配者となることに対し、抑圧されることの恐怖をその理由
としたのである。これによりイスラーム教徒は、一般的には印パ関係の人質であ
り、特殊にはパキスタン国内のマイノリティであるヒンドゥー教徒に対する扱いの
人質であり、ヒンドゥーの新たな不満が東パキスタンから漏れ伝わるたびに、そし
て新たな国境衝突や灌漑水紛争、あるいは難民財産問題が発生するそのたびに、イ
ンド国内のイスラーム教徒の生活には、その反響が引き起こされたのである（8）。イ
ンドとパキスタンは、お互いに国内のマイノリティであるイスラーム教徒とヒンド
ゥー教徒を人質としたのである。これに対して、ネルーはパテールに宛てた書簡に、
あってはならないのは、「パキスタンがヒンドゥーを罰しているからという理由で、
インドのムスリムに対する報復と身代わりの刑罰を叫び続けることだ。こうした議
論は私の心にはいささかなりとも訴えない。こうした報復と身代わりの刑罰の政策
は、パキスタンのみならずインドを破滅に追いやるだろうと私は確信する。（9）」と
書いている。さらに、ネルーは国のあらゆる集団や個人の間での連帯意識や、提供
される利益や機会の完全な共有者であるという意識を適切に醸成することができな
かった結果である、と考えた。もしインドが「政教分離の、安定した、強力な国
家」となるのであれば、「われわれが第一に配慮すべきは、マイノリティに対する
絶対的なフェアプレイであり、それによりインド国内での完璧な安心感を、かれら
に抱かせることである」とネルーは州首相に書き送った（10）。しかし、権限をもつ
職責に占めるイスラーム教徒の比率が低いにもかかわらず、インド政府のイスラー
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ム教徒職員の間から、忠誠の欠如のわずかな痕跡でも嗅ぎつけようとする精力的な
試みが行われた。パキスタンに近縁の親戚をもつインド政府の職員を対象とし、パ
キスタンに家族をもつ職員は、1 カ月以内に呼び戻し、違反者は国家の利益のため
に処分が必要か否かを個別に決定した（11）。インドのイスラーム教徒とパキスタン
のヒンドゥー教徒が相互の国のマイノリティが報復の対象となり、果てしない報復
の連鎖を生み出し、国家間の国際問題となっていったのである。1963 ～ 64 年の
暴動は、「パキスタンで起ることは何であれ、インドのイスラーム教徒に反響を及
ぼさずにはいない」という恐怖をあらためて強固にした（12）。この問題は、いまだ
に解決されておらず、何か事件や問題などのきっかけがあれば、パキスタンとイン
ドのマイノリティとしてのヒンドゥー教徒とイスラーム教徒の対立として顕在化す
るのである。
では、制憲過程からインドのイスラーム教徒に関する法律上の権利を見ていこ
う。会議派は制憲会議で圧倒的な数的優位に立ちながらも、イスラーム教徒の政治
的特権を直ちに完全に撤廃しようとしたわけではなかった。制憲議会は当初、イス
ラーム教徒の政治的特権を留保議席の形態で残すことを了承していた（47 年 8 月）。
しかし、最初の決定が見直されることになり（48 年 12 月）、最終的には留保議席
の対象を指定カーストと指定部族に限定し、宗教コミュニティに対してはその集団
に固有の文化を保持する権利を保障するにとどめた（49 年 5 月）（13）。制憲議会に
おいて宗教の非政治化が強調されるようになる一方で、会議派では、政府にはイス
ラーム教徒をはじめとするマイノリティを保護する責任がある、という政策が固め
られたため、インドの世俗主義は、宗教的マイノリティとしてのイスラーム教徒・
コミュニティの国家的保障を可能とする方向に進むことになる。このようにして、
宗教の非政治化とマイノリティに対する社会的・文化的配慮を両立するために、今
日の「集団の権利」概念にあたるものが登場する（14）。「集団の権利」が意識される
ようになった契機は、Jha が示したように、会議派が政治的特権の放棄と引き換え
にキリスト教徒に対して広義の宗教的自由を譲歩したことであったと考えられる（15）。
しかし、それは単に彼らを政治的に動員し、イスラーム教徒に対しても留保議席の
96　インドにおける宗教的マイノリティと日本人女性の結婚
放棄を迫るために会議派が支払った代価であったというだけでは言い尽くすことは
できない。イスラーム教徒にとって「集団の権利」は、宗教的マイノリティの保護
の必要性を国家に認めさせること、国家が彼らコミュニティの存続を保障すること、
あるいはその保障を求める特別の権利がマイノリティ集団に付与されていることを、
インドの政治的指導者たちに約束させることを意味したからである。つまり、マイ
ノリティが集団として権利を確保することによって、一人一人の権利を保障し、マ
イノリティ問題を克服することができると考えられるのである。インドの制憲過程
においてマイノリティの権利の問題は、今日の多文化主義論が提起しているような、
コミュニティの集団的権利・利益をいかに保護していくべきか、という観点から議
論されるようになっていた。このように諮問委員会の審議再開に先立ちマイノリテ
ィの宗教的・文化的権利を通じたイスラーム教徒の集団的利益の保障が確かにされ
たうえで、留保議席の見直しをイスラーム教徒に求めたことが、最終的にイスラー
ム教徒指導者による留保議席撤廃への同意をもたらしたと板倉氏は考えている（16）。
分離独立でインドに残ったイスラーム教徒の多くは、労働貧民、農民、労働者、職
人らで、啓蒙されたリベラルな指導層は、致命的に不足していたことも影響してい
ると考えられる（17）。
インドの政治指導者の間にも、政教分離国家を建設し、マイノリティの間に帰属
意識を育てようとする努力は見られた。ネルーがその中心的な存在ではあったが、
ガンディーの教えを学びとった他の会議派党員もネルーを支えた（18）。そして、ガ
ンディーの影響を受け、ネルーに導かれ、インドの憲法は不可触民制度を廃止する
とともに、宗教に関する国家の中立性を宣言したのである（19）。不可触民もまたイ
ンド全域にわたって住んでおり、イスラーム教徒と同じく貧しく、汚辱の烙印を押
され、しばしば上層カーストによる暴力を一身に受けていた。かれらは、村落では
もっとも下級とされる職業、農場の使用人、農業労働者、皮革業、掃除人といった
職業に従事した（20）。インド憲法は、不可触民制度を廃止し、かつての不可触民集
団を、優遇措置の対象となる特別の指定一覧に掲げ、ここから、新たな集合名称で
ある「指定カースト」がうまれることになった。また、独立後、学校や大学教育は
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急速に拡大し、法令によって、入学枠の一定割合は指定カーストに保留された。各
州政府は政策によって、不利な地位にある家庭の子弟に奨学金を提供し、国家と
国家を補助する機関すべての雇用の 15%は指定カーストに留保された。連邦議会
［下院］や州立法議会にも全議席の 15%が指定カースト候補によって占められる留
保議席があった（ただし、州議会での比率は州の子弟カースト人口比によって異な
る）（21）。アファーマティブ・アクション（積極的差別是正政策）は、指定カースト
のかなり多くの人々にとっては利益となり、農業労働者の子供も連邦議会議員にな
ることができた。政府の下層の職員である「第四級」職員も、自分の子どもがイン
ド行政職（IAS）のエリートになるのを見ることができた。しかし、1950 年代の
村落調査からは、不可触民差別が依然として実行されていたことが確認されている。
さらに、この政策は、新たな種類のラベリングを伴っていた。カースト差別を根絶
しようと意図したにもかかわらず、政策の利用者を前よりも強く自身の出身カース
トを意識させ、そのカーストに固定したのである。だが、指定カーストには優遇措
置が適用される一方、上位カーストのなかには貧困にあえぎ、指定カーストと変わ
らない生活をしている者もおり、彼らには優遇措置は適用されないのである。上位
カーストだからといって必ずしも裕福なのではない。上位カーストの間には、疑念
と不満が生まれ、また受益者のなかには仲間を見下し、無視する傾向もときとして
生まれた。なぜなら、工業化と都市化によって、市場は不可触民の社会的地位のみ
ならず経済的地位をも向上させたからである（22）。 
そして、3 番目に人口の多いキリスト教であるが、多数の教派に分かれており、
地域ごとに教区があり、基本的に、信者は特定の教区の特定の教会に所属する。実
質的にキリスト教徒の 7 割から 8 割がダリトだといわれているが、公的な人口統
計では指定カーストが 1 割弱、指定トライブ、その他の後進諸階級、上位カース
トがそれぞれ 3 割弱となっておりダリト人口は少ない。政府は、ヒンドゥー教徒
や仏教徒やシク教徒のダリトを公式に指定カーストとして認め、留保制度の対象に
含めているが、キリスト教徒とイスラーム教徒のダリトには指定カーストの地位が
認められていない。インドのキリスト教徒はマイノリティとしての権利から除外さ
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れ、何らの適応もなく疎外された存在となっているのである。また、1990 年代以
降、ヒンドゥー・ナショナリズム勢力の拡大に伴い、キリスト教徒への暴力事件が
多発するようになった。キリスト教への改宗は、指定カーストの地位を失うリスク
のあるものとして、逆にキリスト教からヒンドゥー教への再改宗といった事件も起
こった。イスラーム教徒の問題はしばしば論じられるが、キリスト教徒もヒンドゥ
ー教徒からはキリスト教徒全体を一括して宗教的マイノリティ集団の一つとみなさ
れ、全インド・レベルのコミュナルな政治状況下では、教派にかかわらず攻撃対象
となっているのである（23）。イギリス植民地時代は、支配者の宗教であったにもか
かわらず、イスラーム教と同じようにキリスト教もヒンドゥー教徒をキリスト教徒
に改宗してマジョリティ宗教となることができなかった。マイノリティ宗教として
の優遇措置からも除外され、攻撃対象となっているが、教派、教区といったキリス
ト教の事情に加えてカースト、民族、言語、文化が多様であるというインドの事情
が重なり、キリスト教徒というひとつの集団としてのアイデンティティの欠如は、
ヒンドゥー教徒に対抗するのにはそう容易なことではないのである。
また、イスラーム教徒やキリスト教徒の他にも、宗教的マイノリティとして仏教
徒の問題が挙げられる。仏教はしばしばヒンドゥー教と見られ、初期の国勢調査で
はヒンドゥー教徒として数えられていたこともある。仏教徒の問題が注目されるよ
うになったのはアンベードカルによる集団改宗からである。仏教に改宗した人々
のほとんどがマハールであったからである（24）。不可触民出身のアンベードカルは、
ヒンドゥー教では差別を撤廃し平等を実現できないと考え、差別を否定する仏教に
改宗したのである。彼とともにヒンドゥー教徒でいる限り不可触民としての差別は
無くならないと考えた 30 万人の人びとがアンベードカルに賛同して改宗した。こ
こにおいてこの新仏教徒たちの出自の多くが不可触民だったことから、仏教徒に対
する差別が生まれたのである。
さらに、シク教は、インド独立時に独立国家を目指す動きもあったが、シク教徒
が多く住むパンシャブ地方はパキスタンとインドに分断された。パキスタン側に移
住した人々は暴力にさらされ多くの死者が出た。また、インド側に残ったシク教徒
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たちも、1984 年の黄金寺院襲撃事件とシク教徒がインディラ・ガーンディー首相
を暗殺したことからデリーおよび他の州で数千人が殺され、財産が略奪されたり放
火、破壊されたりした。それに対し、シク教徒は報復し交戦状態となった（25）。こ
のように多難な状態に置かれたシク教徒は海外への移住者も多く、マイノリティと
してのシク教徒の問題は、国内とともに海外にも広がっている。
4．事例研究
　インドの宗教的マイノリティのなかでもあまり注目されていないが、インドの
宗教を語るうえで無視することができないのがジャイナ教である。ジャイナ教徒は
グジャラート州を中心にインド各地に住んでいるが、本稿では、ヒンドゥー教の聖
地の近くに位置し、仏教の聖地であるサールナートに居住するジャイナ教徒と結婚
した日本人女性へのインタビューとジャイナ教徒の家にホームステイした経験を論
文にした日本人女性を通して、インドにおけるジャイナ教徒の現状を見ていくこと
とする。
4.1　サールナートの概要
サールナートは、ウッダール・プラデーシュ州のヒンドゥー教の聖地ヴァラナシ
ィの郊外の村で、ブッダが悟りを開いた後、最初に説法をした初転法輪の地として
知られている。ブッダはここで四諦八正道、中道について修行仲間であった 5 人
に説法し、彼らはブッダの最初の弟子となった地である。そしてアショーカ王がス
トゥーパを建てたが、イスラーム教徒によってサールナートの僧院などは略奪、破
壊されて忘れられた。しかし、1834 年イギリスの考古学チームが仏教遺跡や遺物
を発掘し、現在は考古学博物館で展示されている（26）。現在は、仏教の聖地として
世界各国から巡礼者が訪れおり、韓国の寺、中国の寺、日本の寺など各国の仏教寺
院および亡命チベット人の寺院と大学なども建てられている。
さて、このように仏教の聖地として知られているサールナートであるが、ジャイ
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ナ教の寺院もある。ジャイナ教の文学では、ヴァラナシィをジャイナ教の聖地と
し、いくつかのジャイナ教寺院があるが、サールナートのジャイナ教寺院は 11 世
紀に Shreyamshanatha の出生地の記念として建てられたと信じられている（27）。ヴ
ァラナシィもサールナートもヒンドゥー教や仏教の聖地として認識されているが、
じつはジャイナ教にとっても聖地なのである。しかしながらジャイナ教徒の人口は
非常に少なく、2011 年の国勢調査ではウッダール・プラデーシュ州の宗教構成は、
ヒンドゥー教徒 79.7%、イスラーム教徒 19.3%、キリスト教徒 0.18%、シク教徒
0.32%、仏教徒が 0.1%、ジャイナ教徒が 0.1%、その他 0.01%となっている。イン
ド全体の構成比と比べて、キリスト教、シク教、ジャイナ教が少なく、イスラーム
教が多いのが特徴である。
4.2　インタビューの事例
2015 年 2 月 15 日、インド人（L さん）と結婚してサールナートに住む日本人
女性（K さん）の自宅にお邪魔してインタビューをさせていただいた。また、その
後メールにて追加インタビューをさせていただいた。
サールナートに住む K さんは兵庫県姫路市出身の 40 歳の日本人女性である。小
さい時は香港やシンガポールには家族で行ったことはあるものの、国際的雰囲気
はなかったという。18 歳の時、大学の友人と中国に行ったが、先輩がバックパッ
カーのやり方を教えてくれ、インドに行くことを勧めた。20 歳（1995 年）の時、
韓国、タイ、ネパール、インドへと行ったが、インドはちょうどホーリーの時期だ
った。ご両親は会社員で、バックパックの旅行には反対しなかったそうだ。結婚
は 2002 年で、日本にはたまに帰るが、1 年近く帰っていたりすることもあるとい
う。インドでの居住に関しては、気候があわず、前はよかったが、今はきついとい
う。同居は、インド人の夫（L さん）と子どもの 3 人暮らしだが、家ができるまで
の最初の 8 カ月は義母と同居した。
人間関係は、夫の兄 2 人（他に長男の義兄は亡くなっている）、義母 1 人、義兄
のインド人妻 2 人と日本人妻、姪、甥など 15 人で、良好な関係を持っている。義
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母は 1km 圏内に住んでおり、毎日 K さん宅を訪れるそうだ。インド人の友人はあ
いさつ程度であり、夫の友人の奥さんは K さんにとっては若く、年上の人とはし
ゃべるが、近所づきあい程度だそうだ。だが、ヒンディー語を話せるのでコミュニ
ケーションはとれるそうだ。日本人の友人はヴァラナシィに 2 人いるが、その他
に昨年病気で帰国した人が仲が良かった。日本人とインド人の違いについて、イン
ド人はあまり人のことを考えない、自分のことを優先し、人にこうしてあげたらい
いのになどということはなく、またそれでいいとインド人は考えていると感じてい
る。また、インドの田舎は隣の人であってもカーストやジャートが同じでないとそ
こまで親しくはしないので、その家庭での生活様式はあまりはかれない感じだとい
う。
宗教に関しては、夫の L さんはジャイナ教徒で、サールナートには 1 家族、ヴ
ァラナシィには 3000 人ぐらい住んでいるそうで、ジャイナ教徒は少ないのでヒン
ドゥーの祭りなどにも呼ばれて行っているそうだ。ジャイナ教徒は概してジャイナ
寺院の近くに住んでいおり、グジュラート州やマッディアプラデッシュ州に多いと
いう。K さんたちはあまりジャイナ教徒的な生活はしておらず、玉ねぎやにんにく
も食べるという。ただし牛は食べず、食事はほとんどインド式でベジタリアンだが、
日本では卵、魚は食べている。これに関して K さんは日本で卵や魚を食べるのが
課題であり、消化していない部分だと語っている。また、K さん自身は仏教寺院を
巡ってお祈りをしたり、日本寺のお祭りやヒンドゥー教のお祭りであるドゥルガー
プージャーなどにも気にせず行き、あまり宗教にこだわりはない。しかし、苦労と
まではいかないと感じているが、ジャイナ教のプージャーは、経典を見ながら歌み
たいに歌ってプージャーをするが、2 時間ぐらいあり、お祭りの内容によってお経
をあげる部分を変えてるようだが、読めないせいで辛いときがあるという。読みな
がらテーブルにある聖水やお米やドライフルーツなどをその内容に合わせて捧げて
いく。ジャイナ教徒は小さいときからやっているようで、至極当然という感じで行
われるため、わざわざ教えることなあまりなく、子どものときからも見様見真似
で覚えているようだという。それに対してヒンドゥー教のプージャーは、概して K
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さんが見る限りお経をあげる人がいるようなので座ってその人の指示に従えばよい
感じに見えるのだという。また、義母は小さい頃に自分の母親を亡くし、嫁ぎ先で
もすぐに義母が亡くなって教えてもらっていないようだという。したがって宗教ご
とを知らない、あるいはできないようで、かえって K さんに教えてもらっている
ような感じだという。そのせいか、あまりジャイナ教徒的な生活感が薄く、しかも
一般的には保守的なジャイナ教徒にもかかわらず、夫の L さんはサールナートと
いう観光地という面で様々な人が来る場所だったこともあり、それほど保守的でも
なく家族の一員として受け入れてもらえたと感じている。特に近年は観光バスで多
くの観光客や仏教徒などが訪れている。
そして、K さんにはインタビュー当時 1 歳半の娘さんがいたが、子どもについて、
インド人は子どもを自分の子どもと同じようにやさしく、そこが日本人とは違うと
ころだと感じている。子育てには良い環境で、車など周辺は危なくても誰かが見て
くれている。また、予防接種に関して、インドは期間があいても「忙しかったんだ
ね」ですみ、日本よりもきっちりしていないが、日本は指定されたものは無料だが、
インドは実費で高いそうだ。病院は、熱が出た時の薬が効きすぎるなどあまり信用
できないと感じている。K さんの辺りの人はアユルヴェーダやチベット医学などを
利用している。
4.3　論文の事例
長崎広子氏は 1996 年から 1998 年にかけてアーグラーで代々宝石商を営むジャ
イナ教徒の大家族とともに暮らし、家族の一員と認められるようになった。その経
験を論文にしている（28）。長男夫婦を中心とし、おじいさん、娘、2 組の弟夫婦と
子どもたちといったメンバーで、白衣派のマンディルマーギー派に属する家族であ
る。この一家の信仰の中心はおじいさんが建てた住まいに面した路地にある小さな
寺で、ジャイナ教の開祖マハーヴィーラの像の脇にヒンドゥー教の神も祀られてい
るという。しかもお寺の雑用一般は近所にすむバラモン女性が行っており、長崎氏
も報告しているようにジャイナ教徒はヒンドゥー教徒と親しい関係にあり、とくに
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女性達は近所のヒンドゥー教徒との付き合いを大切にしていることがうかがえる。
ヒンドゥー寺院へのお参りや祭りへの参加への制限もないことが報告されている。
また、食事に関しても詳細に記録している。基本的には菜食主義で、根菜類は禁
止だがジャガイモ、玉ねぎ、人参、大根は食卓にのぼり、生姜はお茶には煮出して
飲むが、食事には使われず、ニンニクは全く食べない。そして、食事はすべての人
がひとつの皿で食べるという古い習慣を続けているが、おじいさんは夜になると電
気の光に寄ってきた虫が食事に入る可能性があるという教えを守っているため、他
の人より先に早く済ませる。
女性に関しては、未婚の女子大生は、大学に通うと変な虫がついては困るという
ことで定期試験前だけ女性だけが通う塾で試験勉強をして単位を取得するという。
ヒンドゥー教徒の友人とも電話で話したり、お互いの家を訪問し、外出は必ず誰か
家族の者と一緒に出かける。一方、お嫁さんたちは家事と子育てに追われながらも
外出にはかなりの自由があり、実家に帰ることも自由で、この家では女性が大切に
されていると長崎氏は見てとった。
それでは、K さんのインタビューと長崎氏の論文から、現代社会におけるジャイ
ナ教徒について分析していくこととする。ジャイナ教徒は、不殺生、菜食主義など
厳しい誓戒で知られている宗教である。しかし、思想、信仰、教義がクローズアッ
プされる一方で在家の普通のジャイナ教徒がどのように暮らしているかは日本では
あまり知られていない。また、ジャイナ教は人口的には少ないものの、不殺生の
誓戒のため商業に携わる者が多く、富裕であることからインド経済では大きな力を
もっているといわれている。インドの宗教的マイノリティとしてはイスラーム教や
仏教が取りあげられることが多く、ジャイナ教徒とヒンドゥー教徒の関係もあまり
注目されていない。宗教的マイノリティのなかでもその取りあげ方に差があるのだ。
さて、二人の日本人女性からジャイナ教徒を見てみると、イスラーム教徒とヒンド
ゥー教徒に見られるようなマジョリティとマイノリティという対立構造は存在しな
い。むしろ補完し合い、隣人として仲良くしていこうという姿勢が見られる。さら
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にジャイナ教の開祖の脇にヒンドゥー教の神像を置いたり、ヒンドゥー教の祭りや
儀式に参加したりと、友好的な関係が成立している。もともとジャイナ教はインド
で成立した宗教であり、バラモン教やヒンドゥー教との共通した思想や信仰もある
ことから、外来宗教であるイスラーム教よりは友好関係を保ちやすいと考えられる。
また、K さんはあまり宗教にこだわりすぎない一方で、食事などの最低限の制限を
守ることによって、マイノリティとしてのジャイナ教をあまり意識することなく、
インド社会に順応しているように思われる。家族としても保守的なジャイナ教徒の
家族ではあるが、サールナートという土地と家庭環境、またプージャーに参加する
などの信仰態度も家族の一員として受け入れられている一因ではないかと思われる。
そして、子どもを通してインドの良い面とそうでない面を見通し、ヒンディー語に
よるコミュニケーションがとれることと、柔軟な考え方と人柄によって、家族や周
囲の人びとと良好な関係を築くことができている。おそらくインドだけではなく中
国や韓国、タイなどへのバックパッカーとしての経験がその背景のひとつであると
考えられる。以上のことから、現代のジャイナ教徒のなかには、より柔軟な信仰を
持ち、ヒンドゥー教徒と友好関係を保ちつつ、インドにおいて宗教的マイノリティ
としてではなく、ジャイナ社会とヒンドゥー社会をバランスよく行き来しながらジ
ャイナ教徒としてのアイデンティティを保持している者もいることがわかるだろう。
5．結　語
インドにはマイノリティ省というのがある。インドにおいてマイノリティ問題は、
国家的な問題であるということがわかるだろう。インドのマイノリティとして特に
問題とされるのは、長年、カースト制において疎外され虐げられてきた不可触民の
問題である。この問題は身分制度、階級制度という側面からだけではなく、宗教的
な側面からも見ていかなければならない。なぜならカースト制は、ヒンドゥー教を
思想的背景とし、支えられてきた制度だからである。また、インドの社会は、多様
な民族、文化、思想、宗教が共存しつつもそれぞれの側面でマジョリティとマイノ
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リティを構成し、ある側面からみるとマジョリティだが、違う側面からみるとマイ
ノリティになるというように、非常に複雑な多重構造をもった社会である。したが
って、マイノリティと認定されて政府の優遇制度の対象となっても、指定されなか
った他の集団から不満が噴出したり、優遇のしかたによっては逆差別であると批判
されたりと非常に解決の難しい問題である。特にイスラーム教徒は、1 国のイスラ
ーム教徒人口は世界第 2 位でありながら、圧倒的多数のヒンドゥー教徒のインド
ではマイノリティとなっている。そしてインド独立時にパキスタンと分離独立した
経緯から、インドに残ったイスラーム教徒は、名実ともにマジョリティとなったヒ
ンドゥー教徒の政権のもと、独立当初は公務員はその行動について上司の報告を求
め、危険分子あるいはインドを裏切りそうとみなされた者は解雇されたりした。ま
た、寺院をめぐる問題からもテロが起きたりしている。
今回、事例研究として取りあげたジャイナ教徒は、イスラーム教徒やシク教徒の
ようにヒンドゥー教徒と対立し、暴動や虐殺という事態に直面することがほとんど
ないため、宗教的マイノリティとして取りあげられることが少ないが、不殺生とい
う教義を持ち、それを守り、ヒンドゥー教徒と友好関係を保ちながら宗教的マイノ
リティでありながらインド社会で適応している。
以上のように、インドでは、宗教的マイノリティは大きな社会問題であるが、そ
れは単純に宗教の問題に帰結できるものではないのである。インドは政教分離を掲
げつつも、各宗教の宗教法を認めている。しかしながら、そのことが婚姻、離婚、
財産分与など宗教によって差を生む事態を招いており、宗教間の対立の引き金とな
っている。その一例が 1978 年のシャー・バーノー訴訟である。離婚したイスラー
ム教徒女性への扶養義務に関して、最高裁はイスラーム教の家族法ではなく刑事訴
訟法を優先させ、元夫に生活費の支払い義務を命じつつ、政教分離主義完遂のため
宗教別の家族法を廃止し、統一民法典を制定するよう提唱した。この判決に対し、
ヒンドゥー、ムスリム、女性団体などから反発が出た。これに対し、当時のラジー
ヴ・ガーンディー首相は、宗教的マイノリティの権利保護の一環として「ムスリム
女性法（離婚に際しての権利保障）」を可決させた（29）。しかし、宗教法については
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ジャイナ教徒、シク教徒、仏教徒もヒンドゥー教徒であり、ヒンドゥー法を適用す
べきであるという主張もされている（30）。このように宗教的マイノリティの問題は、
宗教と法律や権利とのバランスをどのようにとるか、どれを優先させるかという政
教分離を掲げるインドの懸案として、インド独自の問題となっているのである。イ
ンドは、独立に際して経済、言語、宗教すべての多様な社会の利益を調停する必要
から、植民地支配者の搾取からの自由とすべての市民のための民主主義の権利とい
う 2 つを重視し、まずは反帝国主義を共通目標としたためであった（31）。植民地支
配者の搾取からの自由と反帝国主義が達成された現在、インドはすべての市民のた
めの民主主義の権利の達成という段階を迎えている。宗教的マイノリティは、その
権利を達成するうえで、重要なカテゴリーの一つなのである。
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